
　
日
頃
よ
り
、
小
山
町
観
光
協
会
に
対
し
、
格
別
な
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
山
町
観
光
協
会
は
、
本
年
５
月
20
日
に
総
会
を
開
催
し
、

一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
設
立
以
来
62
年
の
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ

な
が
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
展
開
を
行
っ
て

い
く
所
存
で
す
。

　
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
小
山
町
観
光
協
会
の
広
報
誌

を
発
行
し
て
、
皆
様
方
に
「
観
光
協
会
を
知
っ
て
も
ら
う

活
動
」
を
展
開
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
方
は
も
と
よ
り
、
県
内
外

の
観
光
客
か
ら
も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
事
業
を
構
築
し
て
、

理
念
に
あ
る
「
地
域
社
会
と
文
化
の
健
全
な
発
展
及
び
地

域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　

５
月
20
日
に
定
期
・
定
時
総
会
を
開
催
し
、
任
意
団
体
で

あ
っ
た
組
織
が
一
般
社
団
法
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な

自
主
事
業
と
し
て
、「
足
柄
古
道
を
訪
ね
て
」「
お
山
参
り
ツ

ア
ー
」
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
山
須
走
口
五
合
目
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
受
託
事
業
に
つ
い
て
三
年
目
を
迎
え
、「
須

走
口
五
合
目
は
ワ
ン
チ
ー
ム
」
を
合
言
葉
に
五
合
目
を
訪
れ
る

人
々
に
お
も
て
な
し
の
心
で
出
迎
え
を
行
い
ま
し
た
。

上
半
期
総
括 一

般
社
団
法
人　
小
山
町
観
光
協
会

会　
長

鈴 

木  

萬
利
子

14時より小山町文化会館菜の花ホールで設立総会
を開催し、本年度の事業計画と予算を決定しまし
た。
役員功労表彰として、小野文子様と江藤喜久雄様
を表彰しました。

東口本宮冨士浅間神社で開山式を行い、込山町長、山小屋
関係者等約50名が参加し、登山の安全を祈願しました。
神事に先立ち、駿河乃國鼓太郎が和太鼓演奏を披露、また、
富士講の衣装をまとった有志14名が「六根清浄」を唱えな
がら参道を行進し開山を祝いました。

設立総会5/20 火

須走口開通式7/10 木 須走口閉山式9/10 水
古御嶽神社で開通式を行いました。今年は登山道
のお道びらきとして古御嶽神社鳥居に張ったしめ
縄を多くの観光客が見守る中、太郎坊（烏天狗）
に扮した氏子が槍で切り落とし、登山道を開通さ
せました。

須走口開山式7/1火

東口本宮冨士浅間神社で閉山式を行い、込山町長、
須走地区関係者等約50名が参加し、夏山の賑わい
に感謝しました。

主催事業

こ
れ
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト

足
柄
古
道
を
訪
ね
て

足
柄
古
道
を

下
山
し
な
が
ら
史
跡
を
探
索

金
時
山
・
足
柄
峠

初
日
の
出

Part4

11月9日

11月30日

2025年

日

1月1日
2026年

あ
し
が
ら
温
泉
臨
時
駐
車
場

集
合
場
所

集
合
時
間

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
足
柄
峠
へ

〜
赤
坂
古
道
〜
戦
返
り
線
を
下
り
な
が
ら
、

小
山
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

榑
林
一
美
講
師
よ
り
史
跡
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ル
ー
ト
は
未
舗
装
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
体
調
を
考
慮
し
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

金
時
山
山
頂
と
足
柄
峠
の
２
ヶ
所
で

２
０
２
６
年
の
新
年
を

初
日
の
出
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

ご
来
場
の
方
に
、
先
着
順
で

左
記
の
観
光
協
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
祈
念
バ
ッ
ジ
を

さ
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

午
前
８
時
30
分

ま
た
は
足
柄
駅
午
前
８
時
40
分

（
解
散
予
定
12
時
頃
）

初
日
の
出
時
刻

午
前
６
時
50
分
頃

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

誓いの丘が変わります
　小山町では、誓いの丘公園において、公園
の魅力と利用者の利便性の向上および立ち寄
り客の増加による公園の活性化を図ることを
目的とし、良好な富士山の眺望と既存の施設
に調和した施設の整備工事を実施します。
　完成予定期日は、令和８年３月25日です。 小山町竹之下3660－59　県道365号金太郎富士見ライン上

扱ってます ■小山町観光案内所
■駿河小山駅前交流センター

●ようがん煎餅
●マンホール
　カード

円500 円300円0
●ロゲットカード ●金時神社御朱印

１枚 円300
●足柄城御城印

１枚１袋 円0

〈
駅
前
〉

〈
案
内
所
〉

山
城
ガ
ー
ル
む
つ
み
さ
ん
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

NEW!

　

観
光
協
会
の
上
半
期
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
投
稿
記
事
は
１
０
０

件
を
超
え
ま
し
た
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
も
１
０
０
０
人
を
超
え
閲
覧
者

数
に
つ
い
て
は
８
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

取
材
や
出
演
等
、
様
々
な
媒
体
を

活
用
し
た
小
山
町
観
光
Ｐ
Ｒ
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
町
内
外
の
皆
様

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
観
光
振
興
の

発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

木・元旦

タイトル募集要項

小山町観光協会広報誌名称を募集しています。
採用された方には、素敵なプレゼントを進呈します。

info@kanko-oyama.jp応募先

日

Vol.1 （一社）小山町観光協会だより

編集・発行／（一社）小山町観光協会　小山町用沢72-2（道の駅ふじおやま内)　TEL：0550-76-5000  FAX：0550-76-5006  E-mail：info@kanko-oyama.jp　

令和７年10月１日

全体イメージパース

テーマ：親しみやすい名称
●当選者にはメールでご連絡させていただきます。
　●応募方法はメールのみとし、「タイトル」
　　「氏名」「連絡先（住所・電話番号）」の
　　　ご記入をお願いいたします。
　　　●メールの件名は「タイトル募集の件」
　　　　と記入してください。

1人につき1点

タイトル募集!右下の
募集要項を
ご覧ください

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

小
山
町
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

７
６―

５
０
０
０

オリジナル
祈念バッジ

まで
〈応募締切〉



お山参りツアー
「まぼろしの滝」散策

足柄古道を訪ねて

足柄古道を訪ねて Part3お山参りツアー 「小富士で御来光祈願」

あしがら歴史ロマン
（興雲寺と宝鏡寺）

あしがら歴史ロマン（足柄峠と足柄城跡）

５月11日(日)。参加者15名が須走口
五合目に集合し、富士講衣装を着て、
快晴の中、「懺悔、ざんげ、六根清
浄」を唱えながらまぼろしの滝を目指
しました。職員ガイドが、まぼろしの
滝や、須走口五合目の植生などの説明
を行い、帰りには砂走も体験していた
だきました。

４月13日(日)。興雲寺では、住職の
大嶽様よりお釈迦様や寺の歴史、秘
仏、羅漢像等の説明。
宝鏡寺では、蘆月真成様に対応いた
だき、椅子座禅をし、心を清らかに
して入堂。秘仏や様々な調度品の説
明を、参加者28名は熱心に聞き入っ
ていました。

７月１日(火)。麓は小雨でしたが、五合目は雲上で快晴。富士山パワーを感じら
れる天気の中、午前３時50分に参加者19名が富士山須走口五合目に集合し遊歩
道を進み、小富士に到着。雲海の中から現れる御来光と、日を浴びて赤く染まる
富士が迎えてくれ、須走浅間神社の石橋
宮司による御祈祷が行われました。参加
者からは、清々しい気持ちの中、富士山
の霊力により身も心も浄化されたとの感
想を頂きました。

Part2

６月８日(日)。30名の参加者があり、小山町文化財保護審議会委員長の榑
林一美講師をお招きし、首塚から一～五の曲輪、芭蕉の句碑、六地蔵、古
見豆人句碑、新羅三郎義光笛吹石、
足柄聖天堂等を案内いただきました。
参加者からは足柄古道を訪ねてシ
リーズを引き続き計画をしていただ
きたい旨の声がありました。

こんな事業を
行いました

須走口五合目
インフォメーション
センター便り

令和７年度　上半期は

自主事業

協賛事業

●富士山須走口五合目インフォメーションセンターは、
2023年に開設され、小山町よりインフォメーションセ
ンターの運営を委託されてから、本年で３年目を迎え
ました。
　本年は、４月25日(金)～10月20日(月)までの179日間
を11名のスタッフで運営を行いました。9月30日(火)
までの来館者は12,325名にのぼりました。
　小山町のおもてなしとして富士講衣装体験828名の記
念撮影を実施し、外国人登山客からは富士登山記念の
ベストショットと喜ばれています。

●安全登山のため、気象・
落石・混雑などの情報を
お知らせしています。

●静岡県からの通訳委託事業
　ナビゲーター設置。
　設置期間７月１日～９月11日
　対応者10,227人（内外国人
7,870人）

●バスチケット売場・臨時派出
所を併設しています。
●一時避難所としてもご利用い
ただけます。

富士山須走口五合目
インフォメーション
センターは…

ツアー・オブ・ジャパン

コースサポーターとして、
観光協会は冨士霊園付近と
富士学校付近に配置され、
レースの安全確保対応をし
ました。

湯船あじさいまつり

湯船区公民館で湯船地区主催のあじさい
まつりを開催し、アルプホルン演奏、
ペットボトルランタン、ホタル観賞を実
施しました。開催するにあたり、中学生
ボランティアや四季の旅人の協力を頂き、
スムーズな運営ができました。

足柄峠笛まつり

足柄峠で開催され、領土争奪綱引き合戦
は小山町が勝利しました。「山城ガールと
巡るツアー」の企画や、甲冑武者サーク
ルSacTの時代演劇等新たなステージイベ
ントも行われ、例年にない賑わいをみせ
ていました。

9/14 日夏山フェスタ・東京KITTE

５月は愛知県名古屋市ウインク愛知で夏山フェスタ、
６月は東京都KITTE丸の内で東京KITTE　PR展が開催さ
れ、表富士観光キャラバン（２市１町）で、県外の
方々に小山町のPRをすることができました。

5/17 土 18 日・ 6/18 水 19 木・

金太郎春まつり

金時公園で開催され、わんぱく相撲
などで賑わいました。

5/3

8/7 木6/21 土5/23 金

金太郎夏まつり

足柄ふれあい公園で昼の部どんぶらこ、
生涯学習施設で夜の部が開催されました。
町内外から多くの方が見えられ、真夏の
お祭りを堪能していました。

7/26 土

富士登山交流事業

富士
スピードウェイ
ブース出展
５月31日～６月１日に富士24時間スーパー耐久レー
ス、７月19日～20日にスーパーフォーミュラ、８月
２日～３日にSUPER GT、９月27～28日にWEC６時
間耐久が行われ、観光協会はPRブースを出展し、県
内外の多くの観客の皆様方に小山町をPRすることが
できました。

小山町と姉妹提携している６市町の中学生(生徒96名・
引率教員15名）が東口本宮冨士浅間神社を学習する
際、四季の旅人・観光協会職員がガイドをつとめまし
た。昼食時には金太郎と熊の顔出しパネルや富士講体
験記念写真等のおもてなしを施し、楽しい思い出を提
供しました。

土・祝


